




まれてきましたが、 本プロジェクトは、 追究すべきテーマを絞り込み、 古代東アジア世界を、 そ
こを流動した人々との対比を視野に入れた上で、 東アジアの国々が、 いかなる文化・文物の流入
を期待したのか、 それを直接に担った[留学生jはどうであったのか、 に焦点を絞り、 テーマを
設定しました。




2005年、 として刊行)を基礎として、 l. 秦・漢代から陪・唐代の中国への東アジアからの留学
生の全貌を明らかにした上で、 2 . 古代の東アジアの国々への影響を解明するものであります。
これは、 文物の「媒介者」の歴史的意義を問う試みであり、 グローパル化した現代において見失
われがちな「媒介者jの正当な位置づけとその果たしている重要性を確認させる点において、 現




本プロジェクトは、 5 年間の期限をもっプロジェクトであることから、 効率的な研究体制を組
むことを考えております。 そのために、 本プロジェクトの研究は、 二つの作業を柱としました。






このうち、 ①と②が最重要点課題であり、 ③・④は、 ①・②の調査・研究の充実度によってい
くつかのより細分化された追求課題が鮮明になってくるものと思われます。
前者はプロジェクト ・ リーダーが統括し、 事務局長の下で研究者、 リサーチ・アシスタント
(旧 ・任期制助手) からアルバイト院生を含む編成で、 1 � 3をその量的・質的作業量と年次を
考慮し、 分担して行います。
後者は、 チーム・ リーダーが調査・研究チームを統括し、 年度ごとの調査・研究を行います。
専修大学東アジア世界史研究センタ一年報 第3号 2009年12月< 141 ) 
プロジェクトに参加する研究員は、 複数の調査・研究チームに属し、 プロジェクト・ リーダーは、
各調査・研究チームの研究を統括し、 事務局長がそれを補佐します。





研究計画は、 年度毎に点検され、 練り直していくことを考えており、 調査・研究はフレキシビ
リテイをもって実施したいと考えております。
< 142 > I古代東アジア世界史と留学生」の概要
